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               「一つのこと」 

詩篇２７：１－５ 

March.26.2023 

  

詩篇２７：１－５（パワポ） 

 

Introduction 

１．すべての人は、成功を求めます。  

学校生活において、職場生活において、恋愛において、家庭生活において、 

教会生活において。 

 

２．成功は、正しい決断にかかっています。 

 

 ３．ビリー・グラハム牧師は以前、「人生とは決断を下すことである。」と説教

をしたことがあります。 

 

 ４．では、正しい決断をするために必要な土台とは何でしょうか？ 

 

 ５．正しい決断をする際、最も必要な要素は何でしょうか？ 

 

Body 

 １．ダビデ王は、詩篇２７：４でこのように言っています。 

 「それを」＝the thing I seek most 

 

 詩篇２７：４（パワポ） 

 

 ２．素晴らしいことに、物事すべてのことは、「一つのこと」に集約されます。 

 

 ３．イスラエルの歴史の中で、すべての豊かなことを楽しみ、最も広い領土を

手にしていたダビデ王でさえも、物事すべてを一つのことに集約し、集中しまし

た。 

  

ａ）彼が証しした一つのこと、最も必要なこと、最も重要なこと、すべてのこ

とにおいて最も肝心なことは、「神と共にいること」（主の家に住むこと）、「神を

知ること」（主の麗しさに目を注ぐこと）、「神に聞くこと」（その宮で思いを巡ら

すこと）です。 

 

 ｂ）要するに、ダビデ王は、彼の人生において経験したすべての富と栄光を通

して、私たち人間の人生における最も肝心なことは、神との関係であり、神を親

密に探し求めることであると証しするのです。 
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 ４．ではなぜ、神との関係、神と親密であることが重要なのか？ 

 ａ）（神との）親密さは、神のみこころを感じることが出来、神の栄光を見る

ことが出来、神の御声を聞くことが出来ます。 

 

 ｂ）（神との）親密さは、私たちの心を変え、私たちの霊を魂を変えます。 

 

 ｃ）心を変え、魂・霊を変えられることは、私たちの考えや関心や感情を変え

ます。 

 

 ｄ）魂・霊が変えられますと、私たちの言葉が変わります。 

 

 ｅ）私たちの言葉が変わりますと、正しい決断を下すことが出来ます。 

 

 ｆ）正しい決断は、私たちの行いを変えます。 

 

 ｇ）私たちの行いは、私たちの人生を変え、主なる神に栄光を帰すようになる

でしょう。 

 

 ５．詩篇２７：１－３と５節にあるように、聖なる方の油注ぎの下ダビデは、

何よりも第一に主なる神を求めた結果与えられる副産物と影響について言及し

ています。 

 詩篇２７：１－３、５（パワポ） 

 

 だれを私は恐れよう。（why should I be afraid?） 

 だれを私は恐がろう。（Why should I tremble?） 

 私は動じない。（I will remain confident.） 

 

 ６．ヨハネの福音書１５：５、１４－１６で、イエス様はこのように仰ってい

ます。 

 ヨハネの福音書１５：５，１４－１６（パワポ） 

 

 ７．戦場における証し 

 

 ８．主なる神様との親密さ、深い関係は、どんな困難な状況にあっても、危険

な環境にあっても、数えることの出来ないほどの奇跡を運んで来るエンジンと

なるでしょう。 

 結果として、たくさんの魂の救いが起こり、信仰が深められ、神の国のための

未来のリーダーが立てられることでしょう。 

 

                               Conclusion 

 １．現代世界のどこにおいても、私たちをこの「一つのこと」から引き離すた
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くさんの煩わしい騒音が存在します。 

 多種多様なテクノロジーたち（科学技術）、社会や仲間からのプレッシャー（圧

力）、不安や心配に駆られること、恐れやうそ誤魔化し等々。 

 

 ２．サタンや悪霊どもは、究極的に「一つのこと」に集中させ、携わらせよう

とします。 

 殺し、盗み、私たちを滅ぼすことです。 

 なぜならば、奴らは、もうすでに神の前にあって「罪ありだ」と宣告されてい

るからです（判決を下されているからです）。 

 サタンは、私たちを、自分と一緒に地獄の底に引きずれ込もうと躍起になって

いるのです。 

 

 ａ）サタンの戦法は、私たちを欺き騙すことであり、（真っ当なこと、主を求

めることから）気を散らすことであり（distract us）、真理をねじ曲げることで

あり、そして、私たちを破壊することであります。 

 あたかもランチを食べるかのように、私たちを奴らの獲物として食い散らか

すのです。 

 

 ｂ）覚えておいてください。 

 サタンの戦略は、私たち人間をして唯一の神を馬鹿にし、嘲笑し、あざけり、

無視させ、神に栄光を帰させないようにすることです。 

 奴らの戦法は、騙しであり、関心を背けることであり、歪曲であり、破壊です。 

 

 ３．愛する兄弟姉妹の皆さん、皆さんはいと高きお方の息子たちであり、娘た

ちです。 

 全宇宙の王の息子たちであり、娘たちです。 

 

 ４．皆さんの本当のアイデンティティーを忘れないでください。 

  （皆さんが何者なのかを忘れないでください） 

 私たちの驚くばかりのアイデンティティーに相応しく生きようではありませ

んか。 

私たちの神様が、王が、父なる神が最も望んでおられることは、神との親密な

関係です。 

 では、どのように父なる神との親密な関係を持つことが出来るのか、具体的な

方法をいくつかお話し致します。 

 

 ａ）まず、特定の決まった時間と特定の場所を定めてください。 

 ｂ）ただ単純に、神様に会うということだけではいけません。 

神様の心を感じる、奥まった神様のベッドルーム（寝室）にお入りになってく

ださい。 

 そして、神の栄光を見、聖書の御言葉に書いてあるような賛美を、誉め歌を献
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げることを通して神の御声を聞いてください。 

 ｃ）神の声に耳を傾け、神と会話（converse）をしてください。 

 つまり、祈るのです。 

 ｄ）神からのあなたへのラブレターを愛してください。 

 つまり、聖書です。 聖書を読み、学び、黙想し、神の言葉を覚えるのです。 

 なぜならば、神様からのラブレターは、私たちの道標であり、守りだからです。 

 

 ５．毎日の生活において、信仰を土台にして決めることに（決断に）大胆にな

って下さい。 

 食べることからファッションに至るまで、健康のことから家のことや仕事に

関することにまで、私たちの人生のすべての領域において、信仰を土台にして決

めることに大胆になって下さい。 

 

 ６．あなたの神様への従順によって与えられる実りを、クリスチャンたちとノ

ンクリスチャンたちと大いに分かち合ってください。 

 

 ７．私たちは今、最後の時を生きています。 

 私たちの主イエス・キリストは、再び来られ、すぐに来られます。 

 へブル書１２：１－３で言っているように、私たちにまとわりつくあらゆる妨

げ（hinders）をかなぐり捨てて、主イエスの（召しに答え）御声に従い、この

地上での宣教のわざに励みながら、イエス様の例え話に出てくるような５人の

処女たちのように、イエス様の再臨を準備いたしましょう。 

 これこそ、私たちがこの教会に集っている理由であり、私たちが生きている理

由です。 

 イエス様の声に聞き従いながら、進んで行きましょう。 

 

 主なる神様が皆さんを保ち続け、神の栄光が皆さんの上にあり、平安と平和が

とこしえにありますように。 

  


